
 

 

 

 

 

 

 

 大勢の人が知っていそうな言葉でも、普段それを使わない人からすれば何

のことやらさっぱり、ということはよく起きます。 

 GIGA スクール構想によって、日本の全校に一気に色んな種類の端末やア

プリが入ったことにより、現代の学校教育でも同じ現象が起きています。 

キャンバ、カフート、パドレット、ジャムボード、フリップ、ズーム、ミ

ート… 

使ったことがある人からすれば、「ああ、あれね」となる物ばかりですが、

使ったことが無い人からすれば、「一体何？」となるはずです。 

タイトルの２つのカタカナ語も、同じかもしれません。 

SOLAN の子どもたちは、この言語にもだいぶ慣れ親しんできました。 

キーノートはスライド作成アプリ。 

クリップスはムービー作成アプリ。 

現在は、自分ぐんぐんプロジェクトにおいて、この２つのアプリを組み合

わせながら自分の成長物語を作っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

上の画像は、本日のプロジェクトで使う説明の画面です。 

ICT 担当の丹羽先生が作ってくださいました。 

これらを見ると、どのようなアプリなのかがイメージできると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 要は、スライドを元に映像を作っているということです。 

 キーノートは、以前の探究の発表会でもご覧いただいたスライドアプリで

す。 

そのスライドに、ナレーションや BGM を加えて、オリジナルムービー

を作っているのが現在の学習です。 

今は、原稿を書いている子がいれば、スライドを作っている子がいて、い

よいよムービー作成を始めた子たちもいます。 



 

 「お母さん、今日ね、キーノートからクリップスでぐんぐんプロジェクト

のムービーをつくったんだよ。」 

という話が出たら、そういう意味のお話です。 

 一人一人のムービーが完成するのが、今からとても楽しみです。 
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